
高等学校 令和8年度（１学年用） 教科　 芸術  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

6〇 〇 〇

【知・技】　曲にふさわしい発声や発音を身に付け、演

奏に生かしている。

【思】歌詞の語感を感受し、旋律との関わりを理解して

豊かな響きで演奏している。

【態】旋律や伴奏、歌詞に関心をもち、主体的に活動に

取り組もうとしている。

4

8〇 〇

10

〇 〇 〇 10

〇

〇 〇

〇

音楽Ⅰ

〇

表現

評価規準
鑑

賞

【知・技】楽譜を読むために必要な力や基礎的な知識を

習得し、理解している。

【思】音色やリズム，旋律，和音の関係を知覚し，音楽

表現との関りについて考えている。

【態】音楽のテクスチュアに関心をもち，主体的に取り

組もうとしている。

【知・技】　曲にふさわしい発声や発音を身に付け、演

奏に生かしている。

【思】歌詞の語感を感受し、旋律との関わりを理解して

豊かな響きで演奏している。

【態】旋律や伴奏、歌詞に関心をもち、主体的に活動に

取り組もうとしている。

〇

【知・技】楽器の仕組みや奏法を理解し、楽譜を自分で

読み取る力を身に付けて演奏している。

【思】アンサンブルでの役割を理解し、曲調にふさわし

い奏法や音色で表現している。

【態】仲間と共に主体的・協働的に表現しようとしてい

る。

【知・技】音楽を形づくっている要素や要素同士の関連

を知覚し、それらの働きに注目しながら鑑賞できてい

る。

【思】曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり方に

ついて意見を交換するとともに、曲や演奏に対する評価

とその根拠を述べ合うことができている。

【態】音楽を形づくっている要素に注目しながら、主体

的・協働的に鑑賞の活動に取り組もうとしている。
【知・技】　世界の諸民族の音楽の特徴や、楽曲の文化

歴史的背景を理解している。

【思】音色や速度・旋律やを感じ取り、楽曲の構造との

関わり合いを表現している。

【態】世界の文化の共通性や固有性に関心をもち、主体

的に取り組んでいる。
【知・技】楽器の仕組みや奏法を理解し、縦譜を自分で

読み取る力を身に付けて演奏している。

【思】曲調にふさわしい奏法や音色で表現している。

【態】箏の豊かな響きや美しい音色を追求し表現しよう

としている

〇

〇 〇 〇

３

学

期

・鑑賞

「様々な声の音楽の魅力」

世界の様々な声の音楽を鑑賞し、音

楽文化の多様性についての理解する

・世界の音楽めぐり

アジア、アフリカ、ヨーロッパ、

北米の地域の諸民族の声

・器楽

「箏を演奏しよう」

・筝曲「さくら」他

・箏の歴史や奏法について

・日本の伝統音楽や文化について

・創作「さくら」アンサンブル

〇 〇

・器楽

「キーボードを演奏しよう」

「ボディパーカッション」

・キーボード連弾

「リズムにのって」他

両手で演奏

指くぐり、指越え、指替え

・プリマスロック他

〇 〇

〇

・歌唱

「ドイツ語の歌を歌おう」

ドイツ語の発音、歌詞の意味を理解

し表現する

・ドイツ歌曲、イタリア歌曲

・二部合唱

リズムや音程、ハーモニー 〇

・鑑賞

「オーケストラ入門」

音楽を形づくっている要素に注目し

て、曲のよさや美しさを探ろう

・楽器の音色や特徴

・バレエ音楽「ボレロ」

・映画「アマデウス」

東村山

〇 〇

態

配

当

時

数

・オリエンテーション

「音楽の基礎知識を身に付けよう」

・楽典

読譜や音楽の基礎的な知識の学び

直し。

教材；高校生のための音楽研究

ノート、一人一台端末の活用

合

計

12

芸術 音楽Ⅰ 2

10

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関

わり及び音楽の多様性について理解するとともに，音

楽表現をするために必要な技能を身に付けるることが

できている。

　音楽を演奏する上で必要な知識及び技能を、自己の

イメージをもって音楽表現を創意工夫することができ

る。また音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味

わって聴くことができる。

音楽Ⅰ　Tutti＋　 教育出版

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・歌唱

「歌詞とメロディの関わり」

70

１

学

期

２

学

期

芸術

　創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができる。

音楽Ⅰ

知 思

○ 〇 ○

【 知　識　及　び　技　能 】 　芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

　音楽の美しさや旋律の良さを味わい、主体的、協

働的に歌唱や器楽、鑑賞の活動に取り組もうとしてい

る。

〇

・校歌

・日本歌曲「この道」他

学校や地域の歴史、背景について

言葉のもつ音程と旋律との関わり

〇

・器楽

フォークギター

「コードで弾き語りをしよう」

【知・技】楽器の仕組みや奏法を理解し、TAB譜を自分

で読み取る力を身に付けて演奏している。

【思】曲調にふさわしい奏法や音色で表現している。

【態】ギターの豊かな響きや美しい音色を追求し表現し

ようとしている。

〇 〇 〇 10

新井　聡子　　小原　千明

　生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

・コードでの弾き語り

「カントリーロード」他

TAB譜の読み方や、コードの仕組

み

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （　56組：大河原）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

書道Ⅰの　目標
書の表現方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能
力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表現するための基礎的な技能
を身に付けるようにする。書表現の各部の技術を身につける。

書道Ⅰの　目標
・古典の臨書を通して書の美を理解し、書表現や作者に対する理解力を身
につける。表現力と鑑賞力を高める。書表現の作品全体の美しさの表現。

書道Ⅰの　目標
　・書の学習活動を通して、書を愛好する心情を育てる。表現力を磨くこ
とにより、自己を他に伝えたり他を理解する能力を育てる。愛をもって芸
術表現を楽しむ。

２. 文字の造形を学ぶ【行書】
２. 文字の造形を学ぶ【行書】
【知識及び技能】
［表現］行書の古典の書体や書風、背景と表現との関わりについて理解しているこ
と。
［鑑賞］線質、字形、構え等と表現の関わり、中国や日本の行書と書の文化について
理解していること。
各行書の古典の美、個性を理解していること。
【思考・判断・表現】
［表現］行書古典の美や個性に対応した用筆・運筆、字形、構成について工夫してい
ること。行書のリズム、流れで全体を表現する。
［鑑賞］各行書の価値、個性について考え、各行書の美しさを味わえていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら行書の個性的な表現の学習活動に愛をもって取り組もうとしているこ
と。
［鑑賞］自ら行書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組もうとしていること。
作品と授業中の取り組み状況によって評価する。

提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

２. 文字の造形を学ぶ【行書】
【知識及び技能】
［表現］行書の古典の書体や書風、背景と表現との関わりについて
理解する。
［鑑賞］線質、字形、構え等と表現の関わり、中国や日本の行書と
書の文化について理解する。
各行書の古典の美、個性を理解する。
【思考・判断・表現】
［表現］行書古典の美や個性に対応した用筆・運筆、字形、構成に
ついて工夫する。行書のリズム、流れで全体を表現する。
［鑑賞］各行書の価値、個性について考え、各行書の美しさを味わ
う。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら行書の個性的な表現の学習活動に愛をもって取り組も
うとする。
［鑑賞］自ら行書の幅広い鑑賞の学習活動に取り組もうとする。

２. 行書の造形を学ぶ
蘭亭序
争坐位文稿
風信帖
蘭亭序と風信帖の比較

漢字の変遷とさまざまな書体
【知識及び技能】
中国等の楷書と書の伝統と文化、背景、漢字の書体の変遷、各書体に特有の字形や個
性について理解していること。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］楷書の古典の書体や書風に対応した用筆・運筆、字形、全体の構成について
考え工夫していること。
【学びに向かう力、人間性等】
［鑑賞］漢字の書体の変遷や、その背景にある歴史や文化に関心をもち、愛をもって
自ら漢字書の鑑賞活動に取り組もうとしていること。

提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

２．楷書の造形,、個性,を学ぶ
【知識及び技能】
［表現］中国各楷書の書体、書風について理解する。
［鑑賞］各楷書の線質、字形、表情等から受ける印象について理解
する。
各楷書の技術を生かした表現を身につける。
【思考・判断・表現】［表現］
［鑑賞］各楷書の価値について考え、各書の美しさを捉えまた表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら楷書表現の学習に愛をもって積極的に取り組もうとす
る。
［鑑賞］自ら漢字楷書の鑑賞に対する学習活動に取り組もうとす
る。

２. 楷書の造形を学ぶ
孔子廟堂碑
九成宮醴泉銘
雁塔聖教序
顔氏家廟碑
牛橛造像記
初唐の三大家の比較

【知識及び技能】
［表現］中国各楷書の書体、書風について理解していること。
［鑑賞］各楷書の線質、字形、表情等から受ける印象について理解していること。
各楷書の技術を生かした表現を身につけていること。
【思考・判断・表現】
［鑑賞］各楷書の価値について考え、各書の美しさを捉えまた表現できていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら楷書表現の学習に愛をもって積極的に取り組もうとしていること。
［鑑賞］自ら漢字楷書の鑑賞に対する学習活動に取り組もうとしていること。

提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

書道の正しい知識を身につけ、古典の各表現に合わせて道具などの
使い方や選別を考える。

漢字の書
楷書とさまざまな書
【知識及び技能】
中国の文字と書の背景と文化、楷書の書風の変遷、各古典に特有の
個性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］楷書の古典の個性に対応した用筆・運筆、字形、全体の構
えについて考え工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
［鑑賞］漢字の書体の個性や、その背景にある歴史、文化に興味を
もち、愛をもって自ら漢字の書の鑑賞に関する学習に取り組む姿勢
が見える。

書写から書道へ
中学書写と高校書道の相違点
漢字の変遷とさまざまな書体

態

○

〇

〇

知

○

〇

○

鑑
賞

〇

配
当
時
数

2

18

14

14

4

18

合

計

70

〇

思

○

〇

〇

〇

〇

〇

仮名交じりの書
【知識及び技能】
［表現］漢字仮名交じりの書の表現について理解たうえで表現していること。
［鑑賞］漢字の書と異なった、漢字仮名交じり文の造形について理解していること。
　　漢字と仮名を調和させて表現する技術を身につけていること。
【思考・判断・表現】
［表現］漢字と仮名が調和し、文の内容に合致した表現ができていること。
［鑑賞］現代社会における漢字仮名交じり書の意義ついて考え、美しさを味わえてい
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら漢字仮名交じりの書の表現学習に興味を持ち、愛をもって取り組もうと
していること。
［鑑賞］自ら漢字仮名交じりの書の鑑賞に興味を持ち、取り組もうとしていること。

提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

【知識・技能】
［表現］古筆の作品について理解している。小筆の性質や用法について理解し、細か
な表現を工夫している。
［鑑賞］日本独特の書である仮名と物語や日記などの文化の関わりを理解している。
仮名の細やかな技法を身につけている。
【思考力・判断力・表現力】
［表現］仮名の古筆の表現された時代、作者などを理解したうえで、、全体の造形に
ついて工夫して表現されている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠について考え、時代、作者など人物まで味わっ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら日本人として、仮名の書の表現学習に取り組もうとしている。
［鑑賞］自ら日本人として、仮名の書の鑑賞学習に取り組もうとしている。
提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

２、草書・隷書・篆書の造形を学ぶ
【知識及び技能】
［表現］草書・隷書・篆書の歴史的繋がりや、用筆・運筆など造形を理解して表現し
ていること。
［鑑賞］三書体それぞれの表現の特徴や、各書体に固有の造形や線質の細やかな特徴
を理解していること。
草書・隷書・篆書の古典の特徴を生かした表現を身につけていること。
【思考力、判断力、表現力等
［表現］草書・隷書・篆書の古典の個性に合致した技術に基づいてよく試行し工夫し
ていること。。
［鑑賞］草書・隷書・篆書の古典の歴史的価値と造形的価値について考え、書の美し
さを理解し感じ取っていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら草書・隷書・篆書の書の表現学習に愛をもって取り組んでいること。
［鑑賞］自ら草書・隷書・篆書の書の鑑賞活動に取り組んでいること。

作品と授業中の取り組み状況によって評価する。

〇

〇

〇

〇

〇

仮名交じりの書
【知識及び技能】
［表現］漢字仮名交じりの書の表現について理解したうえで表現す
ること。
［鑑賞］漢字の書と異なった、漢字仮名交じり文の造形について理
解すること。
　　漢字と仮名を調和させて表現する技術を身につけていること。
【思考・判断・表現】
［表現］漢字と仮名が調和し、文の内容に合致した表現ができてい
ること。
［鑑賞］現代社会における漢字仮名交じり書の意義ついて考え、美
しさを味わえていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら漢字仮名交じりの書の表現学習に興味を持ち、愛を
もって取り組もうとしていること。
［鑑賞］自ら漢字仮名交じりの書の鑑賞に興味を持ち、取り組もう
としていること。

２. 創作する
好きな言葉や文を書く
漢字仮名交じり文と日本語表記
日常の表現

２. 草書・隷書・篆書の造形を学ぶ
【知識及び技能】
［表現］草書・隷書・篆書の歴史的繋がりや、用筆・運筆など造形
を理解して表現する。
［鑑賞］三書体それぞれの表現の特徴や、各書体に固有の造形や線
質の細やかな特徴を理解する。
草書・隷書・篆書の古典の特徴を生かした表現を身につける。
【思考力、判断力、表現力等
［表現］草書・隷書・篆書の古典の個性に合致した技術に基づいて
よく試行し工夫する。
［鑑賞］草書・隷書・篆書の古典の歴史的価値と造形的価値につい
て考え、書の美しさを理解し感じ取る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら草書・隷書・篆書の書の表現学習に愛をもって取り組
もうとする。
［鑑賞］自ら草書・隷書・篆書の書の鑑賞活動に取り組もうとす
る。

２. 文字の造形を学ぶ
【草書/隷書/篆書】

真草千字文
曹全碑
泰山刻石

【知識・技能】
［表現］古筆の作品について理解している。小筆の性質や用法につ
いて理解し、細かな表現を工夫する。。
［鑑賞］日本独特の書である仮名と物語や日記などの文化の関わり
を理解している。仮名の細やかな技法を身につける。
【思考力・判断力・表現力】
［表現］仮名の古筆の表現された時代、作者などを理解したうえ
で、、全体の造形について工夫して表現する。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠について考え、時代、作者な
ど人物まで味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら日本人として、仮名の書の表現学習に愛をもって取り
組む。
［鑑賞］自ら日本人として、仮名の書の鑑賞学習に取り組む。

１．仮名の成立と種類、時代
２．文字の造形を学ぶ
仮名の筆使い
平仮名　単体　連綿
変体仮名
蓬莱切
高野切三種

１
学
期

２
学
期

３
学
期

〇

教育図書　「書Ⅰ」

書道Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】・書の表現方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表現するための基礎的な技能を身に付け
るようにする。書表現の各部の技術を身につける。

・古典の臨書を通して書の美を理解し、書表現や作者に対する理解力を身につける。表現力と鑑賞力を高める。書表現の作品全体の美しさの表現。

・書の学習活動を通して、書を愛好する心情を育てる。表現力を磨くことにより、自己を他に伝えたり他を理解する能力を育てる。愛をもって芸術表現を楽しむ。

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

表現

東村山 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

（　12組：大河原）



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

〇 20
３
学
期

【知識及び技能に関する目標】
形や質感、量感、重心やバランス、動勢などの効果、
全体のイメージなどを捉え、粘土などの材料の特性を
生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
対象の表情や動きから感じ取ったイメージなどを基
に、形や質感、重心などの効果を考え、構想を練った
り鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
表情や動きを捉えて粘土で表す創造活動に、主体的に
取り組む。

〇自分の指を再現する

〇

２
学
期

〇スケッチブックの表紙デザイン

〇

〇

【知・技】
形や質感、量感、重心やバランス、動勢などの効果、全体の
イメージなどを捉え、粘土などの材料の特性を生かして表し
ている。
【思、判、表】
対象の表情や動きから感じ取ったイメージなどを基に、形や
質感、重心などの効果を考え、構想を練ったり鑑賞してい
る。
【関・態】
表情や動きを捉えて粘土で表す創造活動に、主体的に取り組
んでいる。

〇 〇

【知識及び技能に関する目標】
デジタル機器による画像の加工方法やイラストのイ
メージの変化について理解する。レタリングについて
学び、効果的な文字の形やレイアウトを工夫し、道具
や用具を工夫して表現したいイメージや意図に基づい
て表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
デジタル機器を利用した画像加工の技術をやイラスト
を利用して、意図したイメージを構想し、色彩の見や
すさや美しさの調和を考え、構想を練ったり鑑賞した
りする。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
意図したイメージを色彩の工夫により表現したいイラ
ストや文字で効果的に表す創造活動に、主体的に取り
組む。

〇 8〇

〇

【知・技】
デジタル機器による画像の加工方法やイラストのイメージの
変化について理解する。レタリングについて学び、効果的な
文字の形やレイアウトを工夫し、表現したいイメージや意図
に基づいて表している。
【思、判、表】
デジタル機器を利用した画像加工の技術やイラストを利用し
て、意図したイメージを構想し、色彩の見やすさや美しさの
調和を考え、構想を練ったり鑑賞している。
【態・鑑】
意図したイメージを色彩の工夫により表現したいイラストや
文字で効果的に表す創造活動に、主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 26

【知識及び技能に関する目標】
全体のイメージや作風などを捉え、線や面などの版に
よる表現の効果を生かし、彫りや製版、刷りを工夫し
て表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
版画の表現のよさや特性を基に、版による表現の効果
を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
版による表現の特性を生かして表す創造活動に、主体
的に取り組む。

〇シルクスクリーン版画で印刷す
る

〇

「知」 版による表現の効果や版画の技法や材料、用具の特性を理解し、意図に応じ
て創意工夫し、主題を追求して表すことを理解している。
「技」 線や面などの版による表現の特性や効果を生かし、製版、刷りを工夫し、主
題を追求して創造的に表している。
「発」 版画表現の特性を生かして主題を生成し、形体や構成、版の形式による効果
などを考え、創造的な表現の構想を練っている。
「鑑」 版の特性を生かした作品のよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創
造的な表現の工夫との関連などを考え、見方や感じ方を深めている。
「態表」 版の特性を生かして構想を練ったり、意図に応じて工夫して表す表現の創
造活動に、主体的に取り組もうとしている。
「態鑑」 版による表現の特性と作者の意図と工夫との関連を感じ取り、見方や感じ
方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。

〇 〇

〇

【知・技】
モダンテクニックの技法を理解し偶然できる色や形の美しさ
や表現の効果を生かし、出来た素材を生かして、コラージュ
によりしおりを作成している。
【思、判、表】
モダンテクニックの技法を理解し偶然できる色や形の美しさ
や表現の効果を生かし、試行錯誤しながら、色や形を再構成
し表現のよさや特性を基に、表現の効果を考え、構想を練っ
たり鑑賞している。
【関・態】
モダンテクニックやコラージュによる表現の特性を生かして
表す創造活動に、主体的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 6

「知」 形や色彩の性質やそれらが感情にもたらす効果、伝達の意図や目的に求めら
れる造形的な特徴などを基に、全体のイメージで捉えることを理解している。
「技」 表現の意図や目的に応じて材料や用具の特性を生かし、表現方法を創意工夫
して創造的に表している。
「発」 表現する内容や目的などから主題を生成し、見やすさや美しさの調和、統一
感などを総合的に考え、表現の構想を練っている。
「鑑」 見やすさや美しさの調和を感じ取り、作者の表現の意図と創造的な工夫など
について考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。
「態表」 伝達する内容や目的をオリジナルロゴマークで表す表現の創造活動に、主
体的に取り組もうとしている。
「態鑑」 ロゴマークのよさや美しさを感じ取り、見方や感じ方を深める鑑賞の創造
活動に、主体的に取り組もうとしている

〇 〇 〇 8〇

○

【知】 視覚に関する錯覚の効果、質感や空間など造形的な
特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを
理解している。
【鑑】 錯視や不思議な世界の表現の効果などを感じ取り、
作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、
見方や感じ方を深めている。
【態・表】 錯視やイメージの重なりなどを基に、不思議な
世界を表す表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。
【態・鑑】 造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の表し
たい錯視や不思議な世界の特徴や美しさなどについて考え、
見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

【知識及び技能に関する目標】
モダンテクニックの技法を理解し偶然できる色や形の
美しさや表現の効果を生かし、出来た素材を生かし
て、コラージュによりしおりを作成する。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
モダンテクニックの技法を理解し偶然できる色や形の
美しさや表現の効果を生かし、試行錯誤しながら、色
や形を再構成し表現のよさや特性を基に、表現の効果
を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
モダンテクニックやコラージュによる表現の特性を生
かして表す創造活動に、主体的に取り組む。

〇モダンテクニックでしおりを作
成する

〇

【知識及び技能に関する目標】
マークの認識されやすい効果的な形や色彩を使用し、
意図に基づいて表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標
ロゴマークの内容や目的と見やすさや美しさの調和を
考え、構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
ロゴマークで効果的に表す創造活動に、主体的に取り
組む。

〇オリジナルロゴマークをデザイ
ンする

〇

（　１２組：有賀） （３組：平城） （４組：有賀） （５６組：有賀）

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めている。〇 意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表わしている。

〇造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりしている。

〇主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

知 思 態

配
当
時
数

鑑
賞

評価規準

１
学
期

【知識及び技能に関する目標】
視覚に関する錯覚の効果を理解し、不思議なイメージ
を捉えている。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
錯視やイメージの重なりなどを基に、形や色彩を鑑賞
する。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
不思議な世界を表す鑑賞活動に、主体的に取り組む。

〇錯視、美術の様々な表現につい
て

合
計
70

東村山 芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

美術 1　　光村図書

 美術Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】 〇対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。〇 意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表わしている。

〇造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

〇主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしている。



高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

東村山

合

計

70

14

芸術 音楽Ⅱ 2

10

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの

関わり及び音楽の多様性について理解するととも

に，音楽表現をするために必要な技能を身に付ける

ることができている。

　音楽を演奏する上で必要な知識及び技能を、自己のイ

メージをもって音楽表現を創意工夫することができる。

また音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴

くことができる。

音楽Ⅱ　Tutti＋　　教育出版

芸術

　創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができる。

思

○ ○

１

学

期

２

学

期

３
学
期

〇 〇

態

配

当

時

数

・「音楽の基礎知識を身に付けよ

う」

・楽典

読譜や音楽の基礎的な知識の学び

直し。

教材；高校生のための音楽研究

ノート、一人一台端末の活用

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・歌唱

旋律やリズムを生かした歌唱表現を

しよう

・ポピュラーミュージック

リズムの特性や旋律の特徴を理解

し、言葉の力を生かす

〇

○

音楽Ⅱ芸術

〇

表現

評価規準
鑑

賞

【知・技】楽譜を読むために必要な力や基礎的な知識を

習得し、理解している。

【思】音色やリズム，旋律，和音の関係を知覚し，音楽

表現との関りについて考えている。

【態】音楽のテクスチュアに関心をもち，主体的に取り

組もうとしている。

【知・技】　曲にふさわしい発声や発音を身に付け、演

奏に生かしている。

【思】歌詞の語感を感受し、旋律との関わりを理解して

豊かな響きで演奏している。

【態】旋律や伴奏、歌詞に関心をもち、主体的に活動に

取り組もうとしている。

【知・技】コードをの構成を理解し、自分で転回形を用

いて演奏している。

【思】曲調にふさわしい伴奏をリズムやハーモニーで表

現している。

【態】弾きやすいコード進行やリズムなど、自分なりに

追求し表現しようとしている。

【知・技】　西洋音楽の歴史を各時代に誕生し活躍した

楽器や作曲家について知り、理解を深める。

【思】音楽の共通性や固有性について考え，音楽のよさ

や美しさを自ら味わって鑑賞している。

【態】文化的・歴史的背の学習で辿ることに関心をも

ち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞の活動に取り組もうと

【知】音楽の技能に関する諸事項を身に付け，歌唱や器

楽，創作で表している。

【思】音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強

弱，形式，構成などを知覚し，歌唱や器楽，創作表現と

してどのように表すかについて表現意図をもっている。

【主】２年間の音楽学習のまとめとしてコンサートを企

画実施することや，主体的・協働的に表現及び鑑賞の学

習活動に取り組もうとしている。

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

　芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

14〇 〇 〇 〇

【知・技】作品の楽曲の特徴や作品の時代背景（文

化），舞台作品としての表現方法を理解している。

【思】音楽表現の共通性や固有性について考え，音楽の

よさや美しさを自ら味わって鑑賞している。

【態】物語や登場人物，それぞれの音楽に関心をもち，

主体的・協働的に調べ学習を進め、歌唱や鑑賞の活動に

取り組もうとしている。

4

6

〇 〇 〇 12

〇

〇

・鑑賞

物語と音楽との関わりに注目しよう

・ミュージカル「CATS」

・歌舞伎「京鹿子娘道成寺」など
〇

音楽Ⅱ

知

・器楽

「フォークギターを演奏しよう」

・ギターアンサンブル

「第三の男」他

アポヤンド、アル・アイレ奏法

音階、メロディの演奏

〇

　音楽の美しさや旋律の良さを味わい、主体的、協

働的に歌唱や器楽、鑑賞の活動に取り組もうとして

いる。

〇

・鑑賞「西洋音楽史」

キリスト教と結びついて発展した西

洋音楽の歴史を音楽の鑑賞と文化

的・歴史的背景と共に深める。

・中世、ルネサンス

・バロック時代

・古典派

・ロマン派

・近現代

〔単元名〕

年度末アンサンブル発表会

・それぞれの楽器や歌の基本的な

奏法（息づかいや指使いなど），

演奏表現に必要な技術。

・楽曲の曲想や楽器の音色を作り

出す奏法の関係について。

・楽曲のイメージと，演奏表現の

生かし方について。

・器楽

キーボード

「コードで弾き語りをしよう」

・コードでの弾き語り

「Let It Be」他

コードの仕組みを理解し、転回形

を用い簡単な伴奏付けをする。

〇

【知・技】楽器の仕組みや奏法を理解し、TAB譜を自分

で読み取る力を身に付けて演奏している。

【思】アンサンブルでの役割を理解し、曲調にふさわし

い奏法や音色で表現している。

【態】ギターの豊かな響きや美しい音色を追求し表現し

ようとしている。

〇 〇 〇 10

新井聡子　　小原　千明

【 知　識　及　び　技　能 】

　生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。



高等学校 令和８年度  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

２. 創作する
好きな言葉や文を書く
漢字仮名交じり文と日本語表記
日常の表現

草書の学習
【知識及び技能】
［表現］草書の隷書・篆書からの歴史的繋がりや、用筆・運筆
など造形を理解して各部の表現する。
［鑑賞］各草書の表現の特徴や、各書体に固有の造形や線質の
細やかな特徴を理解する。
各古典の特徴を生かした表現を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］草書古典の個性に合致した技術に基づいてよく試行し
工夫し、全体の表現に生かす。
［鑑賞］草書古典の歴史的価値と造形的価値について考え、書
の美しさを理解し感じ取る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら草書の書の表現学習に愛をもって取り組もうとす
る。
［鑑賞］自ら草書の書の鑑賞活動に取り組もうとする。

草書体の学習

十七帖
書譜

仮名交じりの書
【知識及び技能】
［表現］漢字仮名交じりの書の表現について理解したうえで表現していること。
［鑑賞］漢字の書と異なった、漢字仮名交じり文の造形について理解しているこ
と。
　　漢字と仮名を調和させて表現する技術を身につけていること。
【思考・判断・表現】
［表現］漢字と仮名が調和し、文の内容に合致した表現ができていること。
［鑑賞］現代社会における漢字仮名交じり書の意義ついて考え、美しさを味わえ
ていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら漢字仮名交じりの書の表現学習に興味を持ち、愛をもって取り組も
うとしていること。
［鑑賞］自ら漢字仮名交じりの書の鑑賞に興味を持ち、取り組もうとしているこ
と。

提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

【知識・技能】
［表現］古筆の作品について理解している。小筆の性質や用法
について理解し、細かな表現を工夫する。。
［鑑賞］日本独特の書である仮名と物語や日記などの文化の関
わりを理解している。仮名の細やかな技法を身につける。
【思考力・判断力・表現力】
［表現］仮名の古筆の表現された時代、作者などを理解したう
えで、、全体の造形について工夫して表現する。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠について考え、時代、作
者など人物まで味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら日本人として、仮名の書の表現学習に愛をもって
取り組む。
［鑑賞］自ら日本人として、仮名の書の鑑賞学習に取り組む。

１．仮名の成立と種類、時代
２．文字の造形を学ぶ
仮名の筆使い
平仮名　単体　連綿
変体仮名
蓬莱切
高野切三種

【知識・技能】
［表現］古筆の作品について理解している。小筆の性質や用法について理解し、
細かな表現を工夫している。
［鑑賞］日本独特の書である仮名と物語や日記などの文化の関わりを理解してい
る。仮名の細やかな技法を身につけている。
【思考力・判断力・表現力】
［表現］仮名の古筆の表現された時代、作者などを理解したうえで、、全体の造
形について工夫して表現されている。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠について考え、時代、作者など人物まで味
わっている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら日本人として、仮名の書の表現学習に愛をもって取り組もうとして
いる。
［鑑賞］自ら日本人として、仮名の書の鑑賞学習に取り組もうとしている。
提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

草書の学習
【知識及び技能】
［表現］草書の隷書・篆書からの歴史的繋がりや、用筆・運筆など造形を理解し
て各部の表現している。
［鑑賞］各草書の表現の特徴や、各書体に固有の造形や線質の細やかな特徴を理
解している。
各古典の特徴を生かした表現を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］草書古典の個性に合致した技術に基づいてよく試行し工夫し、全体の表
現に生かしている。
［鑑賞］草書古典の歴史的価値と造形的価値について考え、書の美しさを理解し
感じ取っている。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら草書の書の表現学習に愛をもって取り組もうとしている。
［鑑賞］自ら草書の書の鑑賞活動に取り組もうとしている。

作品と授業中の取り組み状況によって評価する。

書の表現方法や形式、多様性などについて幅広く理解する
とともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、ま
たそれを発展させ、効果的に表現するための高度な技能を
身に付けるようにする。書表現の各部の技術を身につけ

・古典の臨書や創作を通して書の美を理解し、書表現や
作者などに対する思考力、判断力を身につける。表現力
と鑑賞力を高める。書表現の作品全体の美しさの表現。

・書の学習活動を通して、書を愛好する心情を育てる。表
現力を磨くことにより、自己を他に伝えたり他を理解する
能力を育てる。愛をもって芸術表現を楽しむ。

隷書の学習
【知識及び技能】
［表現］隷書古典の書体や書風、と表現との関わりについて理解する。それらを
各部の表現に生かせていること。
［鑑賞］線質、字形、構え等と表現の関わり、中国の文化や時代も特色について
理解していること。
各隷書の古典の美、個性を理解していること。
【思考・判断・表現】
［表現］隷書古典の美や個性に対応した用筆・運筆、字形、構成について工夫す
る。それらを作品全体に生かせていること。
［鑑賞］各隷書の価値、個性について考え、美しさを味わえていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら隷書の個性的な表現の学習活動に愛をもって取り組もうとしている
こと。
［鑑賞］自ら隷書の鑑賞の学習活動に取り組もうとしていること。

隷書の学習
【知識及び技能】
［表現］隷書古典の書体や書風、と表現との関わりについて理
解する。それらを各部の表現に生かす。
［鑑賞］線質、字形、構え等と表現の関わり、中国の文化や時
代も特色について理解する。
各隷書の古典の美、個性を理解する。
【思考・判断・表現】
［表現］隷書古典の美や個性に対応した用筆・運筆、字形、構
成について工夫する。それらを作品全体に生かす。
［鑑賞］各隷書の価値、個性について考え、美しさを味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら隷書の個性的な表現の学習活動に愛をもって取り
組もうとする。
［鑑賞］自ら隷書の鑑賞の学習活動に取り組もうとする。

隷書体の学習
曹全碑・礼器碑
乙瑛碑

篆書の正しい知識を身につけ、各表現に合わせて筆などの使い方を学んでいるこ
と。

篆書のさまざまな書
【知識及び技能】
篆書の背景と文化、書風の変遷、特有の造形、特徴について理解していること。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］篆書の個性に対応した用筆・運筆、字形、全体の構えについて考え全体
の工夫をしていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［鑑賞］篆書の書体の個性や、その背景にある歴史、文化に興味をもち、愛を
もって自ら漢字の書の鑑賞に関する学習に取り組姿勢が見えること。

提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

文化祭用作品の制作
【知識及び技能】
［表現］自己作品展示の意義や、画仙紙の表現について理解す
る。
［鑑賞］多字表現における線質、字形、表情等から受ける印象
について理解する。
普段の授業で得たことをを生かした表現を身につける。
【思考・判断・表現】［表現］自分のリズム、流れで全体を表
現する。
［鑑賞］展示作品の価値について考え、各書の美しさを捉えま
た表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら展覧会用表現の学習に愛をもって積極的に取り組
もうとする。
［鑑賞］自ら展覧会用作品の鑑賞に対する学習活動に取り組も
うとする。

　文化祭用作品の作成（楷書・行
書）

文化祭用作品の制作
【知識及び技能】
［表現］自己作品展示の意義や、画仙紙の表現について理解していること。
［鑑賞］多字表現における線質、字形、表情等から受ける印象について理解して
いること。
普段の授業で得たことをを生かした表現を身につけていること。
【思考・判断・表現】［表現］自分のリズム、流れで全体を表現できているこ
と。
［鑑賞］展示作品の価値について考え、各書の美しさを捉えまた表現できている
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら展覧会用表現の学習に愛をもって積極的に取り組もうとしているこ
と。
［鑑賞］自ら展覧会用作品の鑑賞に対する学習活動に取り組もうとしているこ
と。

提出作品と授業の取り組み方によって評価する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

篆書の正しい知識を身につけ、各表現に合わせて筆などの使い
方を学ぶ。

篆書のさまざまな書
【知識及び技能】
篆書の背景と文化、書風の変遷、特有の造形、特徴について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］篆書の個性に対応した用筆・運筆、字形、全体の構え
について考え全体の工夫をする。
【学びに向かう力、人間性等】
［鑑賞］篆書の書体の個性や、その背景にある歴史、文化に興
味をもち、愛をもって自ら漢字の書の鑑賞に関する学習に取り
組む姿勢が見える。

・篆書体の学習
甲骨文、金文,,小篆について理解
する。特徴、用筆法を学ぶ

配
当
時
数

8

14

12

12

6

18

合
計

70

思

○

〇

〇

〇

〇

〇

態

○

〇

〇

〇

〇

〇

鑑
賞

○

〇

〇

〇

〇

〇

知

○

〇

○

〇

〇

〇

表現

１
学
期

２
学
期

３
学
期

〇

〇

〇

〇

〇

〇

仮名交じりの書
【知識及び技能】
［表現］漢字仮名交じりの書の表現について理解したうえで表
現すること。
［鑑賞］漢字の書と異なった、漢字仮名交じり文の造形につい
て理解すること。
　　漢字と仮名を調和させて表現する技術を身につけること。
【思考・判断・表現】
［表現］漢字と仮名が調和し、文の内容に合致した表現ができ
ていること。
［鑑賞］現代社会における漢字仮名交じり書の意義ついて考
え、美しさを味わえていること。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］自ら漢字仮名交じりの書の表現学習に興味を持ち、愛
をもって取り組もうとしていること。
［鑑賞］自ら漢字仮名交じりの書の鑑賞に興味を持ち、取り組
もうとしていること。

教育図書　「書Ⅱ」

書道Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】
・書の表現方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、
またそれを発展させ、効果的に表現するための高度な技能を身に付けるようにする。書表現の各部の技術を身につけ
る。

・古典の臨書や創作を通して書の美を理解し、書表現や作者などに対する思考力、判断力を身につける。表現力と鑑
賞力を高める。書表現の作品全体の美しさの表現。

・書の学習活動を通して、書を愛好する心情を育てる。表現力を磨くことにより、自己を他に伝えたり他を理解する
能力を育てる。愛をもって芸術表現を楽しむ。

書道Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東村山 芸術 書道Ⅱ
芸術 書道Ⅱ 2

（　12組：大河原） （　56組：大河原   ）



高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 １組～ ６組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

合
計

70

20
３
学
期

【知識及び技能に関する目標】
点描画の技法の理解し、点の密度による明暗や
立体感の表現技法を使い、意図に基づいて点描
画として表現する。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
白黒の明暗の資料を基に、明暗や立体感のある
場所を認識し、点の密度によって、イメージを
創意工夫し、点の打ち方を工夫し、美しさの調
和を考え、構想を練り、点描画を表現する。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
意図したイメージを表現する点描制作の創造活
動に、主体的に取り組む。

〇点描で描く

〇 〇 〇

「知」 点の密度によってあらわされる明暗や立体感などの効
果、造形的な特徴などを理解している。
「技」 イメージを基にミリペンの特徴や点の密度による明暗
や立体感の表現の特性を生かし、表現方法を創意工夫して創
造的に表している。
「発」 自分の準備した資料や思い描いたイメージなどから主
題を生成し、見やすさや美しさの調和、統一感などを総合的
に考え、表現の構想を練っている。
「鑑」 美しさの調和を感じ取り、表現の意図と創造的な工夫
などについて考えるなどして、見方や感じ方を深めている。
「態表」 イメージした意図や目的を点描画の創造活動に、主
体的に取り組もうとしている。
「態鑑」 点描のよさや美しさを感じ取り、見方や感じ方を深
める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

18

【知】
形や色彩の性質及びそれらが人の感情にもたらす効果や神様の表情や装飾物などの
造形的な特徴を基に、全体のイメージでとらえることを理解している。
【技】
意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的に考えながら、粘
土や紙、アクリルガッシュなどの特性を生かし、見通しを持って創造的に表してい
る。
【発・鑑】
仮面の伝達効果や洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。
伝えたい思いや場面などを基に主題を作成し、形や色彩、粘土による立体表現など
による効果を考え、構想を練っている。仮面のよさや美しさを感じ取り、作者の意
図と表現の工夫、効果などについて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方
を深めている。
【態表】
主題を生み出し、仮面の伝達効果などを総合的に考え構想を練り、意図に応じて創
造的に工夫し見通しを持って表す表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。
【態鑑】
仮面の伝達効果や洗練された美しさなどを感じとり、作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取
り組もうとしている。

〇 〇 〇 30

【知・技】
イラストや写真、文字の形や色、構成などが感情にもたらす効果や、伝達したいこ
とや場面を、全体のイメージでとらえることを理解している。意図に応じて表現方
法を工夫し、アクリルガッシュなどの技法や特性を生かし、計画的に見通しをもっ
て表している。
【発・鑑】
伝えたいメッセージや場面などを基に主題を作成し、形や色彩、写真やイラスト、
文字などによる伝達効果を考え、構想を練っている。ポスターのよさや美しさを感
じ取り、作者の意図と表現の工夫、効果などについて考えるなどして、美意識を高
め、見方や感じ方を深めている。
【態表・態鑑】
伝えたいメッセージや場面などを効果的にポスターに表す表現の創造活動に、主体
的に取り組もうとしている。ポスターのよさや美しさを感じ取り、見方や感じ方を
深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。 〇 〇 〇

〇

○

「知」 視覚に関する錯覚の効果、質感や空間など造形的な特
徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理
解している。
「鑑」 錯視や不思議な世界の表現の効果などを感じ取り、作
者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考え、見
方や感じ方を深めている。
「態表」 錯視やイメージの重なりなどを基に、不思議な世界
を表す表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。
「態鑑」 造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の表したい
錯視や不思議な世界の特徴や美しさなどについて考え、見方
や感じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうと
している。

○ ○

〇

○ 2

知 思 態

配
当
時
数

鑑
賞

評価規準

１
学
期

【知識及び技能に関する目標】
視覚に関する錯覚の効果を理解し、不思議なイ
メージを捉えている。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
錯視やイメージの重なりなどを基に、形や色彩
を鑑賞する。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
不思議な世界を表す鑑賞活動に、主体的に取り
組む。

〇錯視、美術の様々な表現につい
て

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

【知識及び技能に関する目標】
イラストや写真、文字の形や色、構成などの効
果、伝達したいこイメージを捉え、絵具などの
特性を生かし、計画を基に表す。

判断力、表現力等に関する目標】
伝えたいメッセージや場面などを基に、形や色
彩、写真やイラスト、文字などによる伝達効果
を考え、構想を練ったり、鑑賞したりする。

【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
伝えたい内容を効果的にポスターに表す創造活
動に、主体的に取り組む。

〇文化祭のポスターを制作する

〇 〇

【知識及び技能に関する目標】
仮面の形や色、性格を表す表情や装飾物などの
効果、伝達したい情報やイメージなどを捉え、
材料や用具などの特性を生かして表す。

【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
表現したい思いや伝えたいものを基に、仮面の
形や色彩、性格設定などによる伝達効果を考
え、構想を練ったり鑑賞したりする。

【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
伝えたい思いを自分の神様の仮面として豊かに
表す創造活動に、主体的に取り組む。

〇オリジナルの神様の仮面を作る

〇 〇

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めている。〇 意図に応じて表現方法を
創意工夫し、創造的に表わしている。

〇造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、個性豊かに
発想し構想を練ったり、自己の価値観を高め
て、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深
めたりしている。

〇主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしている。

（　12組：有賀） （３組：有賀） （４組： 有賀） （５６組：有賀）

美術２　光村図書

美術Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】〇対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。〇 意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表わしている。

〇造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、個性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高めて、美術や
美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

東村山 芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2



高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

10

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　個性豊かな音楽表現をするために必要な歌

唱、器楽、創作の技術を身に付け、個性的、創

造的に表している。

　楽曲の表現内容を総合的に理解しながら、自己

のイメージをもって音楽表現を創意工夫すること

ができる。また音楽を評価しながらよさや美しさ

を自ら味わって聴くことができる。

音楽Ⅲ　Joy of Music　　教育芸術社

芸術

　創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができる。

音楽Ⅲ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】 　芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

　音楽や音楽文化についての理解を一層深め、

感性を磨き、個性豊かな歌唱、器楽、創作、鑑

賞の学習に主体的に取り組もうとしている。

〇

東村山

新井　聡子

芸術 音楽Ⅲ 2

〇

態

配

当

時

数

・楽典

「音楽の基礎知識を身に付けよう」

・楽典

読譜や音楽の基礎的な知識の学び直

し。

教材；高校生のための音楽研究ノー

ト、一人一台端末の活用

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・歌唱

英語で歌う外国のポップス

・ポピュラーミュージック

リズムの特性や旋律の特徴を理解

し、言葉の力を生かす

〇

・箏二重奏のための〈日本ののわら

べ歌つづり〉

・箏の歴史や奏法について

・日本の伝統音楽や文化について

・能・文楽・歌舞伎

〇 〇

２

学

期

・鑑賞

物語と音楽との関わりに注目しよう

・ミュージカル

「オペラ座の怪人」

・ショパンの生涯と作品について

・オペレッタ

10

〇

【知・技】作品の楽曲（ナンバー）の特徴や作品の時代

背景（文化），舞台作品としての表

現方法を理解している。

【思】音楽表現の共通性や固有性について考え，音楽の

よさや美しさを自ら味わって鑑賞している。

【態】物語や登場人物，それぞれのナンバーに関心をも

ち，主体的・協働的に歌唱や鑑賞の活

動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇

音楽Ⅲ芸術

表現

評価規準
鑑

賞

【知・技】楽譜を読むために必要な力や基礎的な知識を

習得し、理解している。

【思】音色やリズム，旋律，和音の関係を知覚し，音楽

表現との関りについて考えている。

【態】音楽のテクスチュアに関心をもち，主体的に取り

組もうとしている。

【知・技】　曲にふさわしい発声や発音を身に付け、演

奏に生かしている。

【思】歌詞の語感を感受し、旋律との関わりを理解して

豊かな響きで演奏している。

【態】旋律や伴奏、歌詞に関心をもち、主体的に活動に

取り組もうとしている。

〇

【知・技】楽器の仕組みや奏法を理解し、縦譜を自分で

読み取る力を身に付けて演奏している。

【思】曲調にふさわしい奏法や音色で表現している。

【態】箏の豊かな響きや美しい音色を追求し表現しよう

としている

【知】音楽の技能に関する諸事項を身に付け，歌唱や器

楽，創作で表している。

【思】音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強

弱，形式，構成などを知覚し，歌唱や器楽，創作表現と

してどのように表すかについて表現意図をもっている。

【主】２年間の音楽学習のまとめとしてコンサートを企

画実施することや，主体的・協働的に表現及び鑑賞の学

習活動に取り組もうとしている。

　生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

〔単元名〕

年度末アンサンブル発表会

・それぞれの楽器や歌の基本的な

奏法（息づかいや指使いなど），

演奏表現に必要な技術。

・楽曲の曲想や楽器の音色を作り

出す奏法の関係について。

・楽曲のイメージと，演奏表現の

生かし方について。

〇 〇 〇

・器楽

「箏で二重奏をしよう」

14

20

合

計

70

3
学
期

１

学

期

・器楽

フォークギター/キーボード

「子供の歌を弾き歌いしよう」

・コードでの弾き語り

「鳩」「こぎつね」「大きな栗の木

の下で」他

TAB譜の読み方や、コードの仕組

み

〇 〇

【知・技】楽器の仕組みや奏法を理解し、TAB譜を自分

で読み取る力を身に付けて演奏している。

【思】曲調にふさわしい奏法や音色で表現している。

【態】ギターの豊かな響きや美しい音色を追求し表現し

ようとしている。

〇

4

〇 〇

〇 〇 〇 12

〇

〇 〇



高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 １組～ ６組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

合
計

70

20
３
学
期

【知識及び技能に関する目標】
レリーフの技法や粘土で制作する浮彫作品の特
徴を理解する。それらの技法を使って効果的な
形や特徴の違いを利用して意図に基づいたレ
リーフ作品として表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
石粉粘土の技法を利用して、作品の構想を練
り、イメージを創意工夫し、使いさすさや立美
しさの調和を考え、道具を選択し、構想を練っ
たり鑑賞して作品を制作する。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
意図したイメージをレリーフ作品として制作す
る創造活動に、主体的に取り組む。

〇ミニレリーフを作ろう

〇 〇 〇

「知」 レリーフ作品の構想により生まれた形の性質やそれ
らの形がもたらす効果、造形的な特徴などを基に、レリー
フの作品として制作する工程のイメージを捉えることを理
解している。
「技」 イメージを基に素材の特徴や用具の特性を生かし、
表現方法を創意工夫して創造的に表している。
「発」 美しさを意図したイメージから半立体の形を生成
し、見やすさや美しさの調和、統一感などを総合的に考
え、表現の構想を練っている。
「鑑」 見やすさや美しさの調和を感じ取り、表現の意図と
創造的な工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方
を深めている。
「態表」 イメージした意図や目的を半立体のレリーフ作品
として表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。
「態鑑」 レリーフ作品のよさや美しさを感じ取り、見方や
感じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇

18

【知】
形や色彩の性質及びそれらが人の感情にもたらす効果や版画の特徴を基に、全
体のイメージでとらえることを理解している。
【技】
意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的に考えなが
ら、シルクスクリーン版画の特性を生かし、見通しを持って創造的に表してい
る。
【発・鑑】
シルクスクリーン版画の伝達効果や洗練された美しさなどを感じ取り、作者の
心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、美意識を高
め、見方や感じ方を深めている。
伝えたいメッセージや場面などを基に主題を作成し、形や色彩、写真やイラス
ト、文字などによる伝達効果を考え、構想を練っている。版画の特徴や美しさ
を感じ取り、作者の意図と表現の工夫、効果などについて考えるなどして、美
意識を高め、見方や感じ方を深めている。
【態表】
主題を生み出し、版画の特徴を総合的に考え構想を練り、意図に応じて創造的
に工夫し見通しを持って表す表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。
【態鑑】
シルクスクリーン版画の特徴や美しさなどを感じとり、作者の心情や表現の意
図と工夫などについて考えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に、
主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 30

「知」 形や色彩の性質やそれらが感情にもたらす効果、伝
達の意図や目的に求められる造形的な特徴などを基に、全
体のイメージで捉えることを理解している。
「技」 伝達の意図や目的に応じて材料や用具の特性を生か
し、表現方法を創意工夫して創造的に表している。
「発」 伝達する内容や目的などから主題を生成し、見やす
さや美しさの調和、統一感などを総合的に考え、表現の構
想を練っている。
「鑑」 見やすさや美しさの調和を感じ取り、作者の表現の
意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、美意識
を高め、見方や感じ方を深めている。
「態表」 イメージした意図や目的を人物の色面構成で表す
表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしている。
「態鑑」 色面構成の人物像のよさや美しさを感じ取り、見
方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組も
うとしている。

〇 〇 〇

〇

○

「知」 視覚に関する錯覚の効果、質感や空間など造形的な
特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えること
を理解している。
「鑑」 錯視や不思議な世界の表現の効果などを感じ取り、
作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などについて考
え、見方や感じ方を深めている。
「態表」 錯視やイメージの重なりなどを基に、不思議な世
界を表す表現の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。
「態鑑」 造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の表した
い錯視や不思議な世界の特徴や美しさなどについて考え、
見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体的に取り組
もうとしている。

○ ○

〇

○ 2

知 思 態

配
当
時
数

鑑
賞

評価規準

１
学
期

【知識及び技能に関する目標】
視覚に関する錯覚の効果を理解し、不思議なイ
メージを捉えている。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
錯視やイメージの重なりなどを基に、形や色彩
を鑑賞する。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
不思議な世界を表す鑑賞活動に、主体的に取り
組む。

〇錯視、美術の様々な表現について

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

【知識及び技能に関する目標】
デジタル機器による画像の加工方法による対象
のイメージの変化について理解する。認識され
やすい効果的な形や明度の違いを利用した色彩
を使用し、表現したいイメージや意図に基づい
て表す。
【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
デジタル機器を利用した画像加工の技術を利用
して、意図したイメージを顔の表情やポーズ、
色彩の見やすさや美しさの調和を考え、構想を
練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
意図したイメージを顔の表情やポーズ、色彩の
工夫により伝えたい内容を効果的に表す創造活
動に、主体的に取り組む。

〇人物顔写真からの色面構成

〇 〇

【知識及び技能に関する目標】
シルクスクリーン版画の特徴や効果、伝達した
い情報やイメージなどを捉え、材料や用具など
の特性を生かして表す。

【思考力、判断力、表現力等に関する目標】
表現したい思いや伝えたいものを基に、形や色
彩などによる伝達効果を考え、シルクスクリー
ン版画の構想を練ったり鑑賞したりする。

【学びに向かう力、人間性等に関する目標】
伝えたい思いをシルクスクリーン版画として豊
かに表す創造活動に、主体的に取り組む。

〇シルクスクリーン版画の作成

〇 〇

美術Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めている。〇 意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表わしている。

〇造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、個性豊かに
発想し構想を練ったり、自己の価値観を高め
て、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深
めたりしている。

〇主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうとしている。

美術３　光村図書

美術Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】〇対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。〇 意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表わしている。

〇造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、個性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高めて、美
術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

（1～６組：有賀・平城）

東村山 芸術 美術Ⅲ
芸術 美術Ⅲ 2


